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　わが国および先進国における乳児死亡の推移を観察し、国際的な視野で周産期保健等の課題の動向について考察し

た・戦後わが国の乳児死亡率は著しく減少し、肺炎、腸炎による死亡がほとんどなくなリ・乳児死亡の減少は主に周

産期関係の死因での死亡の減少によるようになってきた。この乳児死亡率の減少のタイプの変化は1977年に起こった。

類緑の変化が先進各国に観察され、その境目となる年次は1970年代であった。その年次における乳児死亡率はほぼ憩

台であった。これらの検討をもとに、近い将来乳児死亡率の減少タイプの変化の起こる可能性のある諸国を割り出し

た・これら¢諸国においては今後周産期医療技術の導入の二一ズが拡大していくことが想像される。
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研究目的

　先進諸国においては乳児死亡率の減少が明瞭である。

これは保健水準の改善を意味していると考えられる．本

報告では、各国の乳児死亡率の減少の様子を細かく調べ、

その特徴を明らかにし、国際的な視野で乳幼児の保健の

動向を捉え、そのあリ方を考える」ヒで有益な知見を得る

ことを目的とした。

研究方法

　国内の乳児死亡の解析には、厚生劣大臣官房統計情報

部の人口動態統計、195G年から1988年までけを、世界各

国の乳児死亡の解析には国運のDemographic　yearbook

1971年から1988年まで2，を用いた。日本国内の乳児死亡

は・死因別の推移を観察した。また国外の先進国も含め

て乳児死亡に対する新生児死亡の劃合を言†算し、その逆

数（α一index）3レも同時に計算してその推移を観察し

た。α一indexは見易い数値であるためこれを参考にし

た。

結果

　わが国における乳児死亡の変化の様子を、第8回修正

国際疾病分類（I　CD8）が使用された1968年から1978

年までと、第9回国際疾病分類（I　CD9）が使用され

ている1979年から1988年までとに分けて比較した結果を

図1に示す。図の左半分が比較的新生児期（出生から生

後28日未満）に死亡の多い死因で、右半分が後期乳児期

（生後28日から一一年未満）に死亡の多い死因で構成され

ている。1968年から1978年までの減少は周産期関係の死

因による死亡の減少もさることながら・肺炎や腸炎によ

る死亡の減少の比重も大きい。したがって新生児期の死

亡の減少は、後期乳児死亡の減少に比べると緩やかであ

る。よって新生児期の死亡の割合は、増加傾向となる。
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図1．乳児死亡の減少の2つのタイプの間の違い（日本）

衷1．乳児死亡に対する新生児死亡の割合
　　　　　　　　　　　　　　（日本）

年次

新生児死亡
割合（％〉 α一index

1950

1955
1960
1965

1970
1975
1977

1980
1985

1988

45．6
56．2

55，5
63．0

65。9
67．6
68．8
65．8
62．2

62．7

2．19
1．78
L80

1。59
1．52
1．48

1．45
1。52
1．61

1．75

α一index＝乳児死亡数／新生児死亡数

これは、表1には1950年から1977年までの傾向として現

われている。これをここではAタイプの減少と呼ぶごと

にする。

　一方工979年から1988年までの変化をみると、周産期関

係の死因による死亡の減少は明瞭である。肺炎による死

亡は、減少そのものは著しいが、数がもともと少ないの

で、その減少が乳児死亡率の減少に寄与する割合は小さ

い。先天異常等の、後期乳児期に死亡の比重の多い死因

による死亡では、その減少が少ないため乳児死亡の減少

は、新生児期の死亡においてより著しくなっている。乳

児死亡数に対する新生児死亡数の割合は減少傾向となリ・

衰1では、1977年以降の傾向として現われている。これ

をここではBタイプの減少と呼ぶことにする。
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表2．減少タイプの変化の起こった時期とその指標 考察

国名
変化の

起こった　　乳児　　　α一
年次　　　　死亡率　　index

US　A
日本
オ噛団ア

ベルギー
チェコスロパキア

デンマーク
フインランド

フランス
束ドイツ

西ドイツ
ハンガリー
オランダ
ノルウェー
ポーランド
ス虹一勤

オー卦ラリア

ニュージーランド

1971
1977
1973
1975

1974
1972

1972
1975
1976
1971

1974

1972
1972
1974
1972

1974

1971

19．1
8。9

23．8

16．1

20．5
12．2

12．O

l3．8
14，0
23．3

34．3
11．7
11．8
23。5
10．8
工6．1

16．6

1．35
1．45
1．33

1．38
1．32

L．25

1．24
1．51
工．33

1．30
1．21

1．33

1．32
1．51

1．24
1。39

1．56

豪3．減少タイプの変化が起こりうる諸国

国名 乳児死亡率　（観察年）

コスタリカ
ジャマイカ
ブ蹄トリコ

チリ

クウェート
マレーシア（半島）

ブルガリア
ギリシャ

ポルトガル

足7．4

13．2
14．9
18．5

15．6
14．4
15．0
12．6
14．2

（1987）

（1984）

（1985）

（1987）

（1986）

（1987）

（1987）

（1987）

（1987）

　これを諸外国に応用して計算し、わが国で観察された

ような乳児死亡の減少のタイプの変化の起こった時期す

なわちα一正ndexが最小となった年次を表2に示した今

その年次においては、乳児死亡率は多少の例外をのぞい

てほぼ10台、α一indexは1．2から1．6までの値を取っ

た。

　この値を参考にして、最新の乳児死亡率のデータから、

Aタイプの減少からBタイプの減少に移リつつあると推

測される諸国のなかで、主なものを表3に示す。人口規

模の小さい諸国は、年次変動が激しいことが予測された

ので、この表からは除いた。

　わが国において、乳児死亡に対する新生児死亡の割合

が増加から減少に転じていることはかつてから指摘され

てきたが4謡⊃、その原因に関して記述されることはあま

りなカ、った。疾病分類力｛ICD9群こ変わって10年になり、

死因別の分析の材料が揃ったため、本報告のような推論

をまとめることができた。

　諸外国においても死因別に細かく分析するのが今後の

課題となると考える。減少のタイプの変化のみられた年

次におけるα一1ndexは1，2から1。6の範囲であるため、

この数値は乳児死亡の減少のタイプの変化を示唆すると

考えられる。この時期に乳児死亡率が20台、30台を数え

ている諸国があるが、これは届け出様式、登録状況の格

差を示すものと考えられ、日・週齢別の乳児死亡の検討

が必要となるであろう◎

　現在減少タイプの変化を向かえつつある諸国について

は、α一indexの経時的検討など、細かい観察が今後の

課題となるであろう。これらの諸国では最新の周産期医

療技術に目が向けられていくことが想像され、自国の政

策により、あるいは国外からの援助により、N　I　CU等

の最新技術が溝入されていくであろう。Bタイブの減少

に移行する時期に同期して周産期医療技術が全国的に普

及してくることは・先進国の1970年代の歴史の語るとこ

ろであるの。

　伐界各国には・乳児死亡がきわめて高く・減少への糸

口が見つからない諸国が多くの、これら、の諸国において

は、栄養問題や感染症の対策が急務であろう。国際保健

は多角的な視野で捉えなければならない時が来ている。
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